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松野町における文化的景観調査
菊川歩夢

１.　概要

　本調査は、愛媛県北宇和郡松野町教育委員会からの依頼を受けた、松野町における文化的景

観調査の一環として目黒地区の景観と奥内地区の棚田の石垣の測量をおこなったものである。

２.　調査日程・調査者

第 1回　調査日：2018 年 9月 18日（月）～ 21日（金）

　　　　調査者：上杉和央（教員）、小川大地・竹内祥一朗（博士前期課程１回生）

　　　　　　　　伊藤美梨子・奥谷慎也・菊川歩夢（3回生）

第 2回　調査日：2018 年 10 月 29日（月）～ 31日（水）

　　　　調査者：竹内祥一朗、菊川歩夢

３.　調査内容

第 1回調査では、9月 18日に目黒の巡検をした後、目黒基幹集落センターにて愛媛大学の

井口研究室と合同で目黒地区の住民の方に暮らしや地区の祭りについての聞き取りをおこなっ

た。2・３日目は午前から奥内地区の調査を開始した。本谷地域、榎谷・下組地域の二班に分かれ、

それぞれ棚田の石垣の延長、高さや積み方、1メートル四方の石の個数を計測した。本谷・榎

谷・下組地域の石垣の計測をほぼすべて終えることができた。

第 2回調査では、昨年度末に調査をした遊鶴羽地域と、第 1回調査でのやり残し・計測不

良であった箇所の補足調査をおこなった。

写真 1　聞き取りの様子（目黒基幹集落センター）

　　　　（2018 年 9 月 18 日 上杉和央撮影）

写真２　調査風景（下組）

　　　　（2018 年 9 月 21 日 竹内祥一朗撮影）
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第Ⅱ部　地域の歴史と文化遺産の調査（京都府外）

　　　　　　

天草市上田家文書調査と孝子褒賞文書群
東　昇

１．　天草市文書調査

　天草市上田家文書は、幕府領天草郡高浜村庄屋文書で、約 7000 点の文書群である。1997

年以来調査を継続し、研究成果として 2016 年『近世の村と地域情報』（吉川弘文館）を刊行

している。2018 年度から科学研究費助成事業に採択され、新たに「近世村落文書の目録再編

成による地域情報の構造分析」というテーマで調査を実施した。

　今年度の調査は、2018 年 9月 18 日（火）～ 22 日（土）の 5日間、天草ロザリオ館、上

田家資料館において調査補助有賀陽平氏（京都府立大学4回生）と実施した。天草ロザリオ館（天

草市天草町大江 1749）では、上田家文書の内分散保管されている文書の目録撮影を行い 252

点撮影した。上田家資料館（天草市天草町高浜南 598、上田陶石合資会社内）では、上田家

文書の勤役部門の上田宜珍庄屋期（寛政元年（1789）～文政元年（1818））の文書を調査選

定し、目録撮影を行った。研究協力者米谷隆史氏（熊本県立大学教授）と、今後の調査計画に

ついて打ち合わせた。

2．　孝子褒賞文書群の分析と報告

　天草市の調査成果をもとに、各文書群の分析を進めた。2018 年 10 月 5 日（金）～ 6日

（土）京都府立大学文化情報学研究室において、第 6回地域情報研究会を開催し、研究協力者

村山聡氏（香川大学教授）「近世村落文書の体系性と百姓の年中行事」、東昇「上田宜珍庄屋期

（寛政～文化）の文書群再考－寛政 2年孝子万七文書－」を報告した。本報告では、寛政期の

孝子褒賞関連文書群を中心に、高浜村の万七の孝子行状、当該期の上田宜珍日記を用い、文書

群の形成過程、幕府の孝子褒賞「孝義録」との関連などを分析した。

写真１　文書調査の様子




